
矢
吹
町
丸

第
3
巻

資
料
編
11



牡 丹の絵 酒井抱 ・筆(中 畑 小針頼晴家蔵}

中 畑 陣屋 代官松平 軍次郎 康済 の歌(中 畑 小針頼晴家蔵)



り

、

雫

、

ア

.

呪-恥鱒

.

 
`

r

7

.

、7

'

「

が£ A穂 ・一・究

疹「斗

k餌,

蟹 三.

瓢了{

,ハ

ヅ

内囁綱 ・
智

ド

'.!

で..

 .章

・

麟

懲

・

.
、
げ

一:ご

、〆

ゴ
」

匙

.
う

箒

疲

「騰

、,
。

一
　

『
よ

二

㌦

〉、

4

「

ナ

〆

蕪

.繋

{

「
「'

戸

蝋

p

「

り

而
「.

騙
.

内

り
F
』

」

・

馳

、

囁ご「

錦

(大 池 石 川 与志 栄 家 蔵)農業 の絵図くその一 〉



農 業 の 絵 図 〈そ の 二 〉(大 池 石 川1与志栄 家 蔵)



饗
"㌦ 凡や
、

脳 落い ノ

舵 ・I」

懲
酢 県

　 }

㌔

海

'

膏

」

マ

酷賃
.
蓼

.
亀・
三

卑

レ'」ず'、

・㌢`

・.論薄 ゼf

響轡 ・
「『 号葦

鉾
ぞ

藤 井 ハ ル家蔵)(神 田

㌧

嚢

焼

 
下

唖 逗

灘 篭

 

婦

か

"

』
-
.

戦 拶
侮 ㍗噛 罐

ら㌔薄
識譲

脚

2
.耳

遡

妄

藩

甘

`

養
}"

綿

 

石



ゴノ

,・r

 

.
鋒

.揮

、
蚤

堀 σ

鼠 ↑ 就瀦 疑

紙

円谷重夫家蔵)

 

町

△
五

h
圏

ま
叩

`

(中 畑 岡崎 長 成家 蔵)こ よ み

(哺τ・畑1出 」山奇}乏成 家 蔵)アル

 

レ
(中 畑 岡 崎 長成 家 蔵)紙

 

絵

(中 畑 岡崎 長 成家 蔵)アル

 

レ(中 畑 岡崎 長 成家 蔵)



国=
う
璽

噸

、
。.、閲
録

灘

漕

∵ ∴∫＼
輪f曝

コ

諒.メ

㌔読
覇

繁
_誕
酒井正敏家蔵)(須 乗

蜘一 識

正五年 三神村全図

 

〆零

蒙

謝

大

廓蓋
譲

澗
f

 

.塁

剣
.囲
圏

`

.

峯

譜も脚副

}

ノ

メ

陵

、
評 子
壁 ㌔ 背魁

 

'

(町 有)中畑村全図大正十三年



魁沖

撫 一
外

難 ㍉ ∫

望 轡 亀

、』

幽
㌧¢《

吻}

・
蕩
白
ρ

蓼
～

τ多

}

L

羅謂 扉

蝦 の

軌 ワ
e㍉

†勢

淑 峯
4・

℃

凄一

馬 曇㌧ 亨

、 罰.
/争1甫

3憂 魂
'努

.ツ,

琵 瓶

冷

3・
り

r'

雛
導
専

喧無
蹄

乙㍉

鋳

蜜

'

熊の
9コ6'

◎' 鷺
7く

響 、}

弍
一.黄

曳擦

'

鋳
㊨ 凝

璽い.拶 灘

簾
鳳

塩
「

ゆ

丑 議
.
ー

・
繊

溜
誘

翻

邦

ご

声
駅

読

'

～

夕

ぞ

～

塾

騰
竃ρ

謬

鋼

㌦ボ'㌃

ガ 弗.こ
㌦,勤 ＼

r,!

c}隻 肇'

遷 写
,ノ 書

渉'

ゴ し ノ⊇

藍 翫 」

幣 。.

、 母

'轟

銃

β

明治二 十六年

3ザ悔

「

夢 ㌧
一 セ臨
.一箏 蓼}

騨 二ii撃一,

/評 ∵ 餓

轟嘉

`
磯 ・ 磁 譲

鱗彙 鷲 　

窺

燦 鷺∵ 「1
7'

}レ

1●'μ

つ

、 ・ 嬬
モよ

1獺
ニゆ の

ぜ,・

灘 ギ 』、
が ¢ 啄

ぜ一 重
駈 曇r薪

獣
鐸
赫

醗
臨
露
窟
醗

塑

羅
戴

藩
、
轟

櫓

教

傷
、

ド

チ

が

ち

ド

鞭

濠
轡

絵

嬢

.

ぞ

ち

ま

す

タ
ヤ

ぎ

口ぐ

辱

・

、

藻

際

、
報
.

勢
越

の

モ

し

ご

ゆ

ド

も

ご

ぎ

縛
襲

費
、雑

嘱
諺

撫

騨

蓋

憲

鐸

鴫
・
,

ヒ

ま

ま

　

ま

ご

藩
撫
鑓

豪

爆
嫉

壱 い

賃 変 鵠 多1、'
崩 壱 ヅ 漕 ∴ 試

神 田村全 図(神 田 藤井ハル家蔵)

レ
・

6国 幽 剛騨

鱈1,、 、 髭
も エ じ

擁 ㍉騰 瀦 メ ・で
ず

蘇
や
働
.
・鰍
♂

穐
.
動
麓

詰
轟

侮魁

難ノメ是㌻

謹}よ

殉 勾
サ と

「

学

・ も蟻 婿
、

㌔燃

叢 鰍 粥

凄
ワ 呼

㌧/ほ
∵ ・ん 謡 ・繋

ンへ しカ ・y

錨 総 廠ぱ 恨.藩
明治七年 大畑村縮図

聾肖d

(人 畑

押 感ム1

な

.鶴 拶
'い しb看 い

じ
さ ぎ、 哩 オ

懲瀞 鴻

r～木政 義 家 蔵)

r

昏

倫
鳥

轟
召

μ

須
象
薪
田
打

k



酒 藁 ㈱ 諭 三、論難欄 吹燃 器 ㌃、
腿 ρ

〆.

3}、

雛 雛
麹織籔 蟹護灘 義灘1・懸 懸 購 腰i

薪 麺難 澱襲 醗1糞 灘 蕪}謹 ・野 夢"灘 .一

覧..'馨響'難 蓼 」『鷺li・ 》 ㌦ 己 ㍉一 一
毛
旨 』』・-r'-"「-　 0=一.・ 寿蔦『!."`戴 臨 織 滋..漁 尾 』 .繍 醸 繍 隆 藻 ご

国営猟 区及 び中畑 ・三神 ・滑津村営猟 区地 図 体 町 仲西正次家蔵)



矢吹国営猟 区事務所(冗 吹町小松地内)

維 』子 塚 御猟萱場碑

・ ∴ .エ ・毎轡協 風

御猟場職 員集会所碑



ヨ「
;

;

」
曇
耗
難
絢

・
、撫
凌

妄
氏
f
ぎ

驚

滑
6
泰

式

践
琉
よ

亀

導
慈

轟
嶺
鞍
磯
鳶
爵
紙
轍

.二

.

黛
婁
縞
葎
ミ
婁
本
蔵
あ
鍔

昏
濫
座
・寺

徽

磐

気
竃
茎
倒
、ぐ大
硫
繍
躍
5ー
歌
蛾
}
麹
潅
導

轟

議
{
東
窟ム
葡
魁

f
L
歯
㌶

率
レ斜
《
噂
輯

.
織

驚

蝋
蓼

嬉

鈴
ξ

,

「瞳
嚢

鷺奉

.繊
織
肇

湊

織
ギ

,郵
嬬
涛

ー
軌

蓼
ぞ
馨

巌
職
峨
鍵
轡
轡
継
欺

轄
識
蝋
駄
λ
燕
燕
職
軋
漁
燕
畔
穐
擬
藷
諺
む

・、韓

癒
押
竃

鵬
竜
溌

黙
漸
撚
趣

趣

趣
瞳

趨

岬
轟
載
鞭
帆
臓
帆

柚
峨
懲
乱
遮
・臥
轟
域

犠
害
巌
購
斑

燕
縢
県轡
蝋
妬
舷
職

・
叡

撫

癒
球

磯
轟
親
壁
曝
雛
瞭
職
撃

敵

侍
へ

購
融
毒
焦

識
撫

凝
無
衛

-
ぴ
職
就

職
海
噸

燈

¥

戦

櫨
・括
、海
蔵
塾
協
誉
れ
轟

・曝
騰
臓
蹴

嚇
猟

-島
幽

悲

驚
嫉
・
爵
岬
轟
縄
薮

も

ぬ
娩
弓
壕
嘉

節
%
あ
許
施

尋

広

義

賦

・饗

糠
ぜ
造

ぺ
,
・
箸
ん
,町

掛

海

ら
噌
航
門

耗

藍
凧
蝦

、ず
,城

綴

搬
呵

μ
需

透
r
碗
・、
礁
'
ロ
舜
季

灘
磯
鵜
羅
韓

窪
琴
診

蓼

業

藤
薙
爆
嚢
艦

覧
も
養
驚
、赴
蚕
ミ
奪
、

r
∫
毛
.魯
轟
盛
疑

愚
塾
;

御
縁
爾
可
風
ち
ム
吸
儀
職

縛

・㍉

庫
藷
楽
番
峨
警

磯
鳶

歎
.顔
～
孤
豊
・
雛

奥

訪
・

ボ

ゴ

セ

弩
£

護

鐸
騎
3
彗
庵
～
儀
、
マ
御
丸
事
郵

、
激

南
.

二
饗

華

毒

^
天

重
極

バ

丸

ψ
ン

ー

甲冨

.、三
入
戦
・

だ
　

ア

ギ

ゴ

つ
ギ

くち
ぐ

ら
り

ヘセ
げキ
　

ヰ
ペ
　
ア

㌦

ゴ

鱗

ー
轟
業

書

蜂
道

断

・
債

,遠

颪

β
や
ふ

し攣

、
三

兎

網

∵
轡
磯

・篠
丁
^

丹
《
磯
窟

夙
酢識
急
縁
鰻

幅

,
「

'霧
毒

二

、、事

、押

匁

賦
よ

為

両
抵
㌦

鯉
意

煽

・「
・
毒餐
鐙
外
-

騎
導
急
亀鱒
嘆帆《
釦

、旨

』
"

剛

惑

騰

轡

糧

,ド∴
「7
F
ズ罫
U
」
疇
・・}
、
も
-乏

「

蕎

蜜

一

…欝

鱗
鐙

毒

　

奥
導
織
融
ゐ
臼
熱
湾
矯
瀬

織
畿
凌

轟

教

・鱈
碕

叉
彊

菌

気
輪

蜜

サ
澱
・馬

餓
塗

鼠
之
苧

斌

一
鶏

蔽
蔑

　
叡
馨

欝

婁

繍
婆

夏

宅

董

入

～
娘
・鋳
・
素
壁
獄
穂
遡
丸
勲
轟
鵡
煽
締
騰
愚

…
鹸
ひ
・灘

絶
キ

審
身
熱
華

薮
蕊
浜
鋒
笹
細

壕
難

〕

会 田キ ン家蔵)(中 町御 制札 ・布 告

,
渓

蝿

 

囁…

歪
「

ゆ

げ…

…

…

,

1

1
4

凄

鰯

'

儲

,

「q谷重 夫家 蔵)(中 町磐城平民政局廻達

ー
々
ノ
轟
筆

・磯
茅

号
露
奏
さ
ち
亭

禽

ー

厩
諺

鞭濠
.,
ぜ
Σ
逸

《
璽
塀
零

ー
茎

;
吾

目ジ
彗

毒

。艦

義
轟
葺

3

^

欝

美
掛

恥
婆

も
ゐ
導

・∴
蔓
読
愛

零

・秀

冷
、・為

鑑
番

毒

轟
彦
拓
添
玉
箋
ー

,凄

確
構
儀

謬
と

 .翼
多
駕

魂
漁
～
胃

・

ー

ゼ
ー



白河 県庁 定

(神田 藤炸ハル家蔵)

～
6
轟
シ
喀

欝

董

サ毒

らへ欝

∴
璽
礁

嚇

μ砂

㌔
瀦

、ゴ

製

、

聯

皇

重
野
、濠

鷺

島
議
濤
虞

繋
繋
縁
序

朗
洛
嵩

そ

い月
亨

ノ

福
島
露

福 島県戸長 辞令(大 和久 星信之助蔵)

♂
昇
乗
蔀

へ

蓼

釜

.、.難

饗

村会議員 点検証

(大畑 青木政義家蔵)

為

弾
芙
署

農

　

け

憾
、

者

本
登

恥

要

翼

姦

タ
衣

鷲
藩
響

舞

業

洋

幽
痔

ず
、

壕
灘

薦

勅
峯

慧
略

翠

,
写

・
荒

川

留

宅

《」
磐前 県庁 戸長辞令

(大畑 育木政義家蔵)

者

ご ・.裂 、

繋
瞼
証

福婁

乾

小
針

士

旺
藁

孔
数
お
魂
枚

嚢
・賓

み
烹

定

套

去 得
也 観 .角

県会 議員 点検証(中 畑 小針頼晴家蔵)

白 河県監 察局 印

(須 乗 酒炸正敏家蔵)



」羅

賓
謬

尚

騰
琴

ζ1般 入

.。 蓉

ポ 設

字 限実 測野取 図(町 有、

鰭
菰
蓋

毒

,.難

総

醒

緻

"
許

9
酵

キ

勘

コ
ゆ

が
ぜ

レ

乏
、」墾

繊
㊧

地
祖

強
訟
事

務
鼠

腋
惣
代
甲

程

軍

明

ソ尾

芸

満

三
η

第
旭
蔽
曾

所

地 租改 正事務惣代 申付

(天栄村 添川文太郎家蔵)

地 籍 図(町 有)

灘 鮎
、

芽

丈
考

翻

地
券
託
詮

戴
ゑ
欝
臼
訂
斐

訪
田
打
青

燕

.

愚
舞

整

死

地
代
金
.奪

栽

程
、野

地 券 之 澄(須 乗 酒 月二正 敏家 蔵)

剛_膠 騨
毒・「穂瓢

地籍 丈量 帳 岡 有1

地 券(須 乗 酒 ノ1・正 敏 家 蔵)



戸 籍(須 乗 酒井正敏家蔵) 戸 籍 簿(法 務局保管)

明,台二十 二年矢吹村最古 の議事 録(旺1イ の

鍬 撒v
義ヂせ

垂 ∴.レ

塞 ∵ 虻

事務引継 綴(町 イP

ぐ

い
舜

ゆ

ド

蕪
灘

類

滋

靴撫
睾藩

を
鍵

煙

冊冊簿村神三かネ畑中 有)



句 額(根 宿 観音堂)

句 額

(三城目 御霊神社)

盤 罫 鰍 ζ
禰砂織

噸 飛嚇 緊懸 毒

麟 蔑驚羅

勲 」

琳.轟 謙.

蓬 緯.認 、

響 瞬 紳 鱒 ・馨黎鰭 騨

醸 購 ・

声醐 義

響撒購
隅 蜘 吻鼎_一_

薬 師 堂(中 畑原循)

擁 ・

に

　

轡

糞

週
.

認

　

を
ま

ま

㌦
畿

無

マ

一ボ1謳

中 畑 八 景

(舛1k田 ・卜金十車良日南家1箇～)

秋 五題(中 町 円谷重夫家蔵)



発

刊

の

こ

と

ば

縫
螺
蕪

蝦
藷

賑

小

林

重

孝

待
望
し
て
侯
な
か
っ
た
史
資
料
の
近
代
編
と
し
て
第
三
巻
が
愈

々
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

"
ロ
ー
マ
は
、

一
日

に
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ず
"
と

は
西
洋
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と
わ
ざ
で
す
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に
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ら
ず

一
朝

一
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に
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る
も
の
で
は
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が
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史
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十
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発
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来
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ま
し
た
。

既
に
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史
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。
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史
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史
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史
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追
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れ
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も
の
で
す
。
こ

と
に
わ
が
町
史
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
お
い
て
は

一
度
も
そ
の
経
験
も
な
く
、
今
度
が
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
編

に
納
め
ら
れ
る
内
容
は
、
主
と
し
て
明
治
以
降
の
資
料
で
、

一
見
時
代
が
新
ら
し
く
、
且
つ
資
料
も
比
較
的
多
く
保
存
さ

れ
て
い
る
が
如
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
期
間
は
国
の
内
外
共
に
、
政
治

・
経
済

・
文
化
の
激
動
期
で
あ
り
、
と
く
に
第
二
次
世

界
大
戦
後

の
社
会
情
勢
は
、
新
旧
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
価
値
観
の
相
違
か
ら
貴
重
な
資
料
の
損
壊
或
は
散
逸
な
ど
も
あ
り
、

こ
れ
が
収

集

.
整
理

.
捗
外
な
ど
に
当
ら
れ
た
町
史
編
纂
室
、
更
に
は
他
に
勤
務
を
も
ち
乍
ら
執
筆
な
ど
に
当
ら
れ
た
専
門
委
員
の
方
々
の
並

々
な
ら
ぬ
御
努
力
に
対
し
ま
し
て
、
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
心
か
ら
な
る
感
謝
の
誠
を
さ
さ
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
編
纂
事
業
に
絶
大
な
御
協
力
、
御
援
助
下
さ

っ
た
方
々
に
深
甚
な
感
謝
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
こ
の
町
史
が
多
く
の
方
々
に
愛
読
さ
れ
、
町
発
展
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
大
き
く
役
立
つ
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
し
て

ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

昭

和

五
十

三

年

九

月
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凡

例

一
、
こ
の
巻
は
、

「矢
吹
町
史
」
第
3
巻

資
料
編
H
で
あ
る
。
第
四
編
近
世
、
8
交
通
、
9
寺
社
、
10
文
化

(第
2
巻
資
料
編
1

に
紙
頁

の
都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
部
分
)
と
第
五
編
近
代
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

二
、
第
五
編
近
代
は
、
戊
辰
戦
争
を
経
て
の
明
治
初
年
か
ら
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
前
後
ま
で
と
し
た
。

三
、
第
五
編
近
代
は
、
「政
治
」
「産
業

・
経
済
」
「教
育

・
文
化
」
「社
会
生
活
」
の
大
項
目
に
分
け
、
さ
ら
に
、
中

・
小
項
に
分
け
た
。

四
、
第
五
編
近
代
は
、
本
巻

の
紙
頁
の
関
係
で
や
む
な
く
、
「政
治
」

「
産
業

・
経
済
」
ま
で
と
し

「教
育

・
文
化
」

「社
会
生
活
」

は
、
第
4
巻
、
資
料
編
皿
に
集
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

五
、
第
4
巻
、
資
料
編
皿
は
、
第
五
編
近
代

「
教
育

・
文
化
」

「社
会
生
活
」

と
第
六
編
現
代
の
資
料
を

一
括
し
て
集
録

し
続
刊
す

る
。

六
、
編
集

に
当

っ
て
各
編
と
も
次
の
通
り
と
し
た
。

ω

資
料
の
採
録
は
、
原
則
と
し
て
原
本
に
よ
る
も
の
と
し
た
が
、

一
部

「
福
島
県
史
」
「福
島
県
教
育
史
」
「
国
見
町
史
」
な
ど

か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
が
あ
る
。

②

個
別
解
説
は
、
紙
頁
の
都
合
で
困
難
と
な

っ
た
の
で
、
最
低
必
要
部
分
に
と
ど
め
、
前
後
の
関
係
な
ど
読
者
に
不
明
な
部
分

な
ど

に
つ
い
て
は
注
を
付
し
た
。

㈹

各
編
ご
と
に
、
各
資
料
に
通
し
番
号
と
標
題
を
付
し
た
。
表
紙
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
標
題
の
あ
と
に
次
の
よ
う
に
記

し
た
。

(表
紙
)

「

」



ω

各
資
料
の
末
尾
に
は
、
所
蔵
者
名
、
出
典
な
ど
を

〔

〕
内
に
記
し
、
綴
簿
冊
刊
行
本
の
場
合
は

「

」
の
内
に
そ
の
名
称

を
記
し
た
。

⑤

変

遷

・
統
計
な
ど
数
種
の
原
資
料
か
ら
編
者
が

一
覧
表
な
ど
に
ま
と
め
た
も
の
は
、
そ
の
出
典
な
ど
末
尾
に
明
記
し
た
。

⑥

各
編
ご
と
末
尾
に
解
説
を
付
し
た
が
、
第
四
編
の
8
交
通
、
9
寺
社
、
10
文
化
の
項
に
つ
い
て
は
、
第
2
巻
資
料
編
1
の
第

四
編
解
説
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
資
料
編
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

七
、
資
料

の
集
録
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
留
意
し
て
つ
と
め
て
原
資
料
に
そ
う
よ
う
に
し
た
。

ω

異
字

・
異
体
は
、
原
則
と
し
て
正
字
に
改
め
、
当
用
漢
字
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
に
よ

っ
た
。

②

文
意
の
通
じ
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
誤
字
、
当
て
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
右
側
に

(
マ
マ
)
と
付
し
、
疑
問
の
箇
所
に
は

(
カ
)
を
付
し
た
。

③

欠
損
箇
所
で
判
読
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
口
あ
る
い
は
[

]
を
も

っ
て
示
し
、
原
資
料
の

一
部
を
欠
く
も
の
に
つ

い
て
は
、
(前
欠
)
・
(
後
欠
)
・
(
欠
)
と
記
し
た
。

ω

紙
頁
の
都
合
で
関
係
の
薄
い
部
分
を
省
略
し
た
場
合
は

(略
)
と
記
し
た
。

⑤

印
章
は
、
角
印
圃
、
丸
印
は
㊥
と
し
文
字
に
か
か
る
印
章
は
圃
、
判
読
で
き
る
印
章
で
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は

圃
と

し

(

)
の
内
に
印
文
を
記
し
た
。

(

)

⑥

原
資
料
に
な
く
、
編
者
が
記
入
し
た
、
注
、
付
記
な
ど
に
は

(

)

〔

〕
を
付
し
、
原
資
料
と
区
別
し
た
。

八
、
本
巻
発
行
に
あ
た
り
、
資
料
所
蔵
者
及
び
資
料
調
査
協
力
者

の
方

々
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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